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一
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
童
謠
は
如
何
に
活
用
さ
れ
得
る
性
質
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
か
？

　
無
論
、
「
煽
×
、
宣
×
、
組
織
の
言
葉
」
を
標
語
と
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩

の
一
分
化
で
あ
る
か
ら
、
當
然
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
童
謠
は
プ
ロ
レ
ツ
ト
・
カ
ル
ト

に
役
立
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
無
論
そ
れ
は
公
式
的
、
小
兒
病
的
に
考

へ
ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
特
に
兒
童
を
對
象
と
し
て
の
形
象
的
表
現
に
よ
る
文
化

鬪
爭
乃
至
觀
念
鬪
爭
で
あ
る
塲
合
は
。
即
ち
「
×
の
思
想
的
政
治
的
影
響
の
確

保
、
擴
大
」
を
直
ち
に
×
の
掲
ぐ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
國
定
教
科
書
」
風
の
解

釋
な
ど
ゝ
考
へ
て
は
な
ら
ぬ
。
斯
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
ア
ツ
ピ
ー
ル
を
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
童
謠
に
求
め
る
こ
と
は
間
違
ひ
で
、
藝
術
に
對
す
る
無
理
解
の
甚
し
き
も

の
で
あ
る
。
即
ち
一
句
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
眞
に
兒
童
の
心
に
植
え
つ
け
る
爲
に

は
、
吾
々
は
幾
十
幾
百
の
童
謠
を
作
り
、
そ
れ
を
讀
ま
せ
、
歌
は
せ
、
聞
か
せ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
そ
の
一
面
で
は
ま
た
僅
か

數
行
、
或
は
單
に
一
行
一
句
が
直
ち
に
×
の
掲
ぐ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
結
合
さ
せ
、

即
ち
「
×
の
思
想
的
政
治
影
響
の
確
保
、
擴
大
」
を
結
果
づ
け
る
と
こ
ろ
の
、

「
×
動
、
×
傳
、
組
織
の
言
葉
」
と
も
な
り
得
る
の
で
あ
る
！

　
私
は
曾
て
次
の
如
く
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。

『
兒
童
文
學
の
眞
の
使
命
は
飛
躍
的
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
政
治
的
ス
ロ
ー

ガ
ン
な
ど
を
直
接
解
説
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
斯
る
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
生
長
と
共
に
自
然
に
抱
懷
せ
し
め
、
實
現
せ
し
め
ざ
る
を
得
な
い
ま
で
に

眞
に
根
本
的
に
彼
等
兒
童
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
一
員
と
し
て
成
育
せ
し
め

る
事
に
こ
そ
あ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
大
ま
か
に
云
へ
ば
、
第
一
期
プ
ロ
レ
ツ
ト

・
カ
ル
ト
の
目
標
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
×
×
を
完
成
せ
し
め
る
爲
の
訓
練
で
あ
り

教
化
で
あ
る
が
、
兒
童
文
學
は
そ
の
ア
ル
フ
ア
ベ
ツ
ト
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
大
組
織
（
こ
れ
が
當
然
×
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
も
な
つ
て
ゐ
る
の
だ
）

へ
の
音
階
ド
・
レ
・
ミ
・
フ
ア
を
誤
り
な
く
教
へ
る
事
に
あ
る
の
で
あ
る
。
而

し
て
そ
の
指
導
者
は
單
な
る
語
學
者
、
音
樂
家
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
事
は
、

レ
ー
ニ
ン
が
ハ
ツ
キ
リ
云
つ
て
ゐ
る
通
り
で
あ
る
。
』

　
右
に
よ
つ
て
、
１
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
童
謠
は
如
何
に
活
用
さ
れ
得
る
性
質
の

も
の
で
あ
る
か
？
　
２
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
童
謠
は
如
何
に
活
用
す
べ
き
も
の
か

？
　
が
大
體
明
か
に
な
つ
た
と
思
ふ
が
、
更
に
１
を
ヨ
リ
明
確
に
、
ヨ
リ
具
體

的
に
示
し
て
觀
よ
う
。

　
前
述
の
第
一
期
プ
ロ
レ
ツ
ト
・
カ
ル
ト
の
目
的
を
ヨ
リ
積
極
的
に
達
成
せ
し

め
る
爲
に
は
、
當
然
吾
々
作
家
は
廣
汎
な
兒
童
大
衆
の
生
活
環
境
、
文
化
水
準
、

年
齡
、
性
、
等
々
を
理
解
し
て
、
彼
等
の
日
常
的
乃
至
非
常
時
に
於
け
る
カ
ン

パ
ニ
ヤ
に
應
じ
て
多
種
、
多
樣
の
生
々
溌
溂
た
る
作
品
を
生
産
す
る
で
あ
ら
う

が
、
こ
れ
を
我
國
今
日
ま
で
の
一
般
の
「
童
謠
」
に
就
て
觀
る
時
、
大
體
次
の

如
く
分
類
さ
れ
得
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
Ａ
・
取
材
上
の
分
類
　
　
１
天
氣
天
象
の
唄
。
２
動
物
植
物
の
唄
。
３
年
中

行
事
の
唄
。
４
人
事
上
の
唄
。
５
遊
戲
唄
。
６
子
守
唄
。

　
Ｂ
・
形
式
上
の
分
類
　
　
１
短
い
も
の
。
２
長
い
も
の
。
３
歌
い
易
い
も
の
。

４
歌
い
易
か
ら
ぬ
も
の
。
５
現
代
の
子
供
の
標
準
語
を
使
つ
た
も
の
。
６
方
言
、

訛
、
古
語
等
を
用
ひ
た
も
の
。
７
動
作
を
伴
ふ
も
の
。
８
對
話
體
の
も
の
。

　
Ｃ
・
内
容
上
の
分
類
　
　
１
空
想
的
な
も
の
。
２
現
實
的
な
も
の
。
（
或
は

ま
た
、
１
穩
健
な
思
想
感
情
を
現
は
し
た
も
の
、
叛
逆
的
思
想
感
情
の
現
は
れ

て
ゐ
る
も
の
、
等
々
に
も
分
け
ら
れ
る
）

　
然
し
今
吾
々
は
、
眞
に
階
級
的
教
化
用
具
と
し
て
の
新
し
き
「
童
謠
の
活
用
」

を
考
へ
る
時
、
以
上
の
要
約
乃
至
結
論
と
し
て
、
ま
た
新
し
き
活
用
上
の
理
論
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的
必
要
か
ら
左
の
如
く
分
類
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　
Ｄ
・
活
用
上
の
分
類
　
　
１
讀
む
も
の
。
２
聞
く
も
の
。
３
歌
ふ
も
の
。
４

動
作
に
移
す
も
の
。

　
　
　
　
　
二
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
童
謠
を
如
何
に
活
用
す
べ
き
か
？

　
先
づ
注
意
す
べ
き
事
は
、
吾
々
が
兒
童
教
化
の
爲
に
兒
童
文
學
乃
至
藝
術
を

採
用
せ
ん
と
す
る
塲
合
に
は
、
そ
の
藝
術
作
品
を
單
に
抽
象
的
批
判
に
よ
つ
て

概
念
的
評
價
を
下
し
た
だ
け
で
は
不
充
分
だ
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
即
ち
、
１
・

兒
童
の
組
織
、
未
組
織
に
よ
る
採
用
作
品
の
相
違
、
平
時
と
非
常
時
（
ス
ト
ラ

イ
キ
等
の
塲
合
）
と
に
於
け
る
採
用
作
品
の
相
違
。
更
に
兒
童
文
學
藝
術
の
特

殊
性
と
機
能
と
を
ヨ
リ
効
果
づ
け
る
爲
の
性
、
年
齡
、
生
活
環
境
、
文
化
水
準
、

等
々
を
酙
酌
す
べ
き
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
事
で
あ
る
か
ら
だ
。
眞
理
は
具

體
的
で
あ
り
、
×
×
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
教
育
は
抽
象
的
、
絶
對
的
で
な
く
て
、

具
體
的
、
相
對
的
、
そ
し
て
實
踐
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

『
今
日
尚
ほ
多
く
の
人
々
が
懷
い
て
ゐ
る
所
の
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
「
善
」

「
眞
」
「
美
」
「
高
潔
」
そ
の
他
、
一
切
の
店
持
に
大
切
な
抽
象
的
觀
念
を
擁

護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
理
論
は
、
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
の
發
明
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
し
て
、
×
×
的
×
×
を
回
避
せ

し
め
や
う
と
す
る
陳
腐
な
發
明
で
あ
る
。
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
を
×
す
る
こ
と
こ

そ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
「
善
」
で
あ
り
、
資
本
家
的
搾
取
、
社
會
主
義
的
裏
切
を

摘
發
し
、
急
進
的
又
は
社
會
主
義
的
假
面
を
冠
つ
て
ゐ
る
フ
ア
シ
ズ
ム
を
認
識

す
る
こ
と
こ
そ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
「
眞
」
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
を
地
に

×
×
×
×
け
、
×
×
を
×
×
×
×
×
×
×
す
事
こ
そ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
「
美
」

で
あ
り
、
地
主
や
執
達
×
に
對
抗
し
て
貧
し
い
農
民
を
支
持
し
、
抑
壓
さ
れ
た

る
植
民
地
民
族
を
助
け
て
帝
國
主
義
專
制
か
ら
解
放
せ
し
め
る
こ
と
こ
そ
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
の
「
高
潔
」
で
あ
る
』
（
ア
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
「
レ
ー
ニ
ン
主
義
教

育
の
任
務
と
方
法
」
）

　
こ
れ
を
１
の
塲
合
に
つ
い
て
考
へ
て
觀
る
。
即
ち
「
兒
童
の
組
織
、
未
組
織

に
よ
る
採
用
作
品
の
相
違
」
が
、
如
何
に
「
童
謠
」
の
上
に
現
は
れ
る
か
？

　
全
國
的
統
一
的
組
織
の
下
に
次
の
時
代
の
新
し
き
階
級
戰
士
と
し
て
訓
練
さ

れ
、
養
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
諸
外
國
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
兒
童
大
衆
　
　
「
×
×
主

義
少
年
同
盟
」
乃
至
「
ピ
オ
ニ
ー
ル
」
達
と
、
わ
が
國
の
如
く
殆
ん
ど
百
パ
ー

セ
ン
ト
そ
の
ま
ま
の
未
組
織
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
兒
童
大
衆
と
の
間
に
は
、
云
ふ
ま

で
な
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
甚
し
き
相
違
が
あ
る
。
從
つ
て
そ
の
兩
者
の
教
化
手

段
、
方
法
は
同
じ
も
の
で
あ
る
筈
が
な
く
、
ま
た
そ
の
教
化
用
具
た
る
童
謠
に
、

形
態
上
、
内
容
上
、
當
然
相
違
を
來
す
。
第
一
、
持
込
の
方
法
か
ら
し
て
相
違

し
て
來
る
。

　
Ａ
・
組
織
兒
童
の
塲
合
　
　
１
、
持
込
の
容
易
な
事
と
意
識
水
準
の
高
い
た

め
に
、
ヨ
リ
具
體
的
、
實
際
的
作
品
を
擇
ば
れ
る
。
（
一
般
的
地
主
、
資
本
家
、

權
力
者
に
對
す
る
反
抗
を
歌
つ
た
も
の
の
代
り
に
、
地
主
Ａ
、
資
本
家
Ｘ
、
權

力
者
ｗ
に
對
す
る
個
性
的
な
も
の
。
そ
し
て
そ
れ
は
讀
む
も
の
か
、
ま
た
は
聞

く
も
の
か
、
歌
ふ
も
の
か
、
動
作
に
移
す
も
の
か
を
明
確
に
特
色
づ
け
た
作
品

　
　
と
云
つ
た
風
の
も
の
）
。
２
、
政
治
的
團
體
的
訓
練
の
爲
に
必
要
な
團
體

的
形
式
の
も
の
を
擇
ば
れ
る
。
（
各
團
體
の
團
體
歌
、
ピ
オ
ニ
ー
ル
の
種
々
な

る
鬪
爭
歌
、
合
唱
、
交
互
齊
唱
等
に
よ
る
團
體
的
遊
戲
唄
、
そ
の
他
。
）
３
、

内
部
的
指
導
部
の
特
殊
な
技
術
に
よ
つ
て
利
用
價
値
を
生
ず
る
も
の
を
擇
ば
れ

る
。
（
動
員
、
訓
練
、
鬪
爭
上
の
必
要
か
ら
、
或
る
場
合
に
は
單
に
滑
稽
な
だ

け
の
唄
、
記
憶
す
べ
き
人
名
の
み
を
並
べ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
だ
け
の
唄
、
そ

の
他
歴
史
的
意
義
以
外
何
等
價
値
な
き
唄
、
ま
た
は
逆
用
す
る
事
に
よ
つ
て
効
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果
を
生
ず
る
支
配
階
級
的
作
品
、
等
）

　
Ｂ
・
未
組
織
兒
童
の
塲
合
　
　
１
、
持
込
が
容
易
で
な
い
事
と
意
識
水
準
の

低
い
た
め
に
敷
衍
性
の
あ
る
啓
蒙
的
作
品
が
讀
物
の
色
ど
り
、
ま
た
は
教
材
的

に
擇
ば
れ
る
。
（
一
般
的
觀
念
的
テ
ー
マ
を
比
喩
的
象
徴
的
表
現
に
移
し
た
作

品
が
、
積
極
的
利
用
の
起
ら
な
い
所
へ
提
出
さ
れ
る
。
從
つ
て
表
現
上
の
技
術

的
分
化
も
見
ら
れ
な
い
）
２
、
個
人
的
自
覺
を
啓
發
す
る
爲
の
個
人
的
形
式
の

も
の
を
第
一
に
擇
ば
れ
る
。
（
作
曲
な
し
で
自
由
に
單
獨
に
歌
ひ
得
ら
れ
る
形

式
の
も
の
。
遊
戲
唄
に
し
て
も
孤
獨
的
な
指
遊
、
顏
遊
の
唄
、
手
ま
り
唄
、
子

守
唄
、
等
）
。
３
、
外
部
的
指
導
者
に
よ
つ
て
個
性
的
、
獨
創
的
な
作
品
を
擇

ば
れ
る
。
（
こ
の
場
合
に
は
實
驗
で
あ
る
か
ら
屡
々
失
敗
し
、
ま
た
意
外
に
歌

詞
、
作
曲
、
樣
式
上
の
飛
躍
、
ま
た
は
新
發
展
を
示
す
事
も
あ
る
）

　
以
上
Ａ
、
Ｂ
を
更
に
要
約
す
る
と
、
Ａ
の
塲
合
に
擇
ば
れ
る
も
の
は
大
體
に

於
て
ヨ
リ
團
體
的
、
政
治
的
、
經
濟
的
鬪
爭
を
目
標
と
し
、
Ｂ
の
塲
合
は
こ
れ

に
反
し
ヨ
リ
個
人
的
、
觀
念
的
、
文
化
的
鬪
爭
を
目
標
と
す
る
。
無
論
Ｂ
は
Ａ

に
向
つ
て
發
展
し
、
Ａ
は
大
人
の
鬪
爭
形
態
に
ま
で
發
展
す
べ
く
、
そ
こ
に
鬪

爭
の
目
標
を
置
い
て
ゐ
る
事
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
次
に
２
の
塲
合
に
つ
い
て
考
へ
て
觀
る
。
「
平
時
と
非
常
時
と
に
於
け
る
採

用
作
品
の
相
違
」
。

　
こ
れ
は
大
體
に
於
て
上
記
の
Ａ
、
Ｂ
の
塲
合
と
よ
く
似
て
ゐ
る
。
即
ち
平
時

に
於
て
は
組
織
兒
童
も
「
大
體
に
」
Ｂ
の
場
合
同
樣
の
、
「
ヨ
リ
個
人
的
、
觀

念
的
、
文
化
的
鬪
爭
を
目
標
」
と
し
て
訓

練

さ

れ

る

。
非
常
時
に
於
て
は
未
組

織
兒
童
も
一
躍
Ａ
の
塲
合
同
樣
、
「
ヨ
リ
團
體
的
、
政
治
的
、
經
濟
的
鬪
爭
を

目
標
」
と
し
て
動

員

さ

れ

る

。
從
つ
て
平
時
に
於
け
る
「
藝
術
と
し
て
の
童
謠
」

は
、
非
常
時
に
於
て
は
直
ち
に
「
武
器
と
し
て
の
童
謠
」
に
一
變
す
る
。
即
ち

鎌
や
ハ
ン
マ
ー
と
共
に
！

　
こ
の
「
平
時
」
と
「
非
常
時
」
と
の
「
童
謠
の
使
ひ
分
け
」
の
覺
書
と
し
て
、

私
は
曾
て
作
家
的
立
塲
か
ら
次
の
三
部
門
に
分
つ
て
考
へ
た
事
が
あ
る
。

　
一
、
爭
議
等
の
塲
合
兒
童
の
合
唱
横
行
に
よ
つ
て
敵
を
惱
ま
す
も
の
。
（
か

ら
か
ひ
唄
、
示
威
的
の
歌
、
等
）

　
二
、
兒
童
の
日
常
生
活
の
爲
の
遊
戲
唄
そ
の
他
（
廣
汎
な
兒
童
生
活
か
ら
取

材
し
自
由
に
歌
は
せ
ら
れ
る
も
の
）

　
三
、
曲
譜
に
よ
つ
て
會
合
の
塲
合
上
演
す
る
目
的
の
作
品
。
（
複
雜
な
情
感

を
現
は
し
た
童
謠
、
童
謠
劇
、
等
）

　
右
の
（
一
）
は
「
非
常
時
」
用
の
童
謠
、
（
二
）
は
「
平
時
」
用
、
（
三
）

は
兩
者
の
塲
合
に
活
用
さ
れ
得
る
二
樣
の
も
の
ま
た
は
兼
用
さ
れ
得
る
も
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
更
に
活
用
の
立
場
か
ら
左
の
如
く
分
類
し
て
觀
る
と
必
要
に

應
じ
て
擇
ぶ
べ
き
作
品
が
一
層
ハ
ツ
キ
リ
と
し
て
來
る
。

　
一
、
讀
む
も
の
と
し
て
。
（
所
謂
「
兒
童
自
由
詩
」
、
長
い
詩
形
の
も
の
、

其
他
文
學
機
能
的
効
果
を
覘
つ
た
も
の
）

　
二
、
聽
く
も
の
と
し
て
。
（
作
曲
的
効
果
に
よ
つ
て
音
樂
化
さ
れ
る
も
の
。

こ
の
場
合
は
肉
聲
と
樂
器
と
の
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
比
較
的
高
級
な
藝
術
作

品
）

　
三
、
歌
ふ
も
の
と
し
て
。
（
自
由
に
節
づ
け
ら
れ
て
歌
ふ
も
の
、
單
純
な
作

曲
に
よ
る
も
の
。
大
體
に
子
供
の
日
常
的
唱
歌
風
の
作
品
）

　
四
、
動
作
に
移
す
も
の
と
し
て
。
（
遊
戲
唄
、
街
上
鬪
爭
用
の
歌
、
そ
の
他

明
か
に
武
器
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
る
行
動
的
作
品
）

　
要
す
る
に
×
×
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
教
育
は
、
何
よ
り
も
先
づ
「
鬪
爭
の
過
程

に
於
て
」
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
慌
し
き
私
の
覺
書
は
單
に
「
白
紙
よ
り

は
ま
し
な
」
程
度
に
過
ぎ
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
し
て
私
は
ま
た
「
童
謠
」
が

如
何
に
兒
童
の
生
活
と
密
接
不
離
な
關
係
に
あ
る
も
の
か
、
而
し
て
そ
れ
を
ヨ
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リ
効
果
的
に
利
用
す
る
事
が
如
何
に
必
要
で
あ
る
か
も
、
こ
こ
で
は
殆
ん
ど
説

か
れ
な
か
つ
た
事
を
遺
憾
と
す
る
。
更
に
大
別
し
て
「
農
民
兒
童
」
と
「
勞
働

者
兒
童
」
と
の
特
質
、
そ
の
他
「
平
時
」
に
於
け
る
教
化
鬪
爭
の
對
象
が
「
小

×
×
の
教
壇
」
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
な
ど
、
觸
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
、
幾
多
重
要
の
問
題
に
觸
れ
ら
れ
な
か
つ
た
事
を
殘
念
に
思
ふ
。

　
と
に
か
く
政
治
的
鬪
爭
に
身
を
置
く
同
志
達
は
、
や
や
も
す
れ
ば
從
來
藝
術

的
鬪
爭
を
輕
視
し
が
ち
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
吾
々
の
藝
術
は

「
政
治
的
鬪
爭
」
を
前
提
と
し
て
の
「
藝
術





」
（
技
術





）
で
は
な
い
か
！
　
そ

れ
故
私
は
特
に
兒
童
に
向
つ
て
は
こ
れ
を
強
調
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。
藝
術

の
利
用
を
考
へ
よ
！
　
藝
術
は
活
用
さ
れ
て
こ
そ
眞
に
「
武
器
」
と
な
り
得
る

の
だ
！
　
そ
し
て
「
童
謠
」
は
兒
童
藝
術
中
の
粹
で
あ
る
！
　
そ
し
て
こ
れ
を

完
全
に
活
用
す
る
に
は
繪
畫
と
音
樂
と
の
協
力
が
絶
對
に
必
要
で
あ
る
。

　
最
後
を
結
ぶ
。

『
少
年
同
盟
の
政
治
活
動
の
高
揚
は
×
及
び
Ｋ
Ｊ
Ｖ
（
×
×
主
義
青
年
同
盟
）

を
複
寫
し
た
と
こ
ろ
の
古
い
形
態
を
以
つ
て
し
て
は
成
功
し
得
な
い
こ
と
、
及

び
此
高
揚
は
只
、
全
少
年
大
衆
の
た
め
の
我
々
の
大
衆
活
動
を
多
彩
に
、
且
つ

興
味
的
に
構
成
す
る
と
こ
ろ
の
新
し
い
生
々
と
し
た
形
態
が
使
用
さ
れ
る
時
に

の
み
、
確
固
た
る
結
果
を
示
す
で
あ
ら
う
こ
と
を
我
々
は
理
解
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
』
（
ソ
オ
リ
ン
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
少
年
の
鬪
爭
と
×
×
主
義
青
年
同

盟
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
槇
本
稿
「
童
話
運
動
」
第
一
卷
第
十
二
號
所
載
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